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CTやMRIなどの医用画像からは，がんや骨折の有無などの人体内部の構造（解剖学的情報）のみで
はなく，まだ目に見えない変化や，体や組織の動きから読み取れる情報（機能情報）を得ることがで
きます．画像から最大限の情報を引き出して，診断と治療に役立てるのが本研究の目的です．どんな
ことでも気軽にご質問ください．

多元計算解剖学とは，様々な医用画像情報に基づき「生きた人体の
総合理解」のための数理的解析基盤を確立するための新学術分野で
す．病気の早期発見・治療のために，多元計算解剖モデルを利用し
た臓器・組織の機能画像診断支援システムの開発を行っています．

現在臨床現場では，診断治療の高度化・多様化に伴い，様々な医用画像情報を基に総合的に判断して
診断や治療を行っています．私達は各患者の持つ多種多様な医用画像情報を総合的に理解し，見えな
いがんの広がりや治療効果の予測，難病の原因解明や治療方針の決定などを支援する技術の確立を目
指しています．ご興味のある方は是非ご質問ください．
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